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★P2−328 正常妊娠 に お ける胎児 由来細胞 の 母体へ の 影響

愛媛大

松原 圭一，附部恵美子，松原 裕 f’，伊藤昌春

【R 的】1969年，Walknowska らに よっ て 正 常妊婦 の 末梢血 に 胎児成分が 発見され て 以 来T 様々 な胎児由来 の 細胞 が母体血 中

に存在して い る こ とが 報告 さ れ て きた．骨髄由来幹細胞 は末梢血 中に存在 し腎 ・肝細胞などに 分化す る こ とが知 られ て い る

が，母伽 il［中 に存在す る胎児由来細胞の 中 に も こ れ ら幹細 胞 が 含 まれ て い る可 能性が あ る．我 々 は胎児由来細胞 が 母体臓器に

直接作用 し，妊娠 の 維持 あ る は病態形成 に関与 して い る 1’t能性 に つ い て 検討 した．【方法】雌 NOD ，，
’
SCID 　mouse と雄 GFP −

transgenic　mouse を交 配 させ，妊 娠 1 ・2 ・3週 に そ れ ぞ れ屠 殺 し，末梢 血 中 に 存在す る GFP 陽 性細胞の 変化 を 且ow 　cytome ・

try を用 い て 検討した．つ ぎに肝臓
・
腎臓

・大 動脈
・
子宮 （胎盤）を摘 出 固定 し，蛍 光顕 微鏡 を 用 い て GFP 陽性細胞 の 局在 に

つ い て 検討 した．さ らに免疫染色法を用 い て angioiensin 　II　receptor 　subtype1 （ATI ）と subtype2 （AT2 ）の 局在 につ い て

も検討 した．【成績】妊娠 1週 ，末梢血 単核球中に 0．95± 0．48％ の GFP 陽性細胞が存在 した．妊娠経過 と と もに 末梢血 中の GFP
陽性細胞 は 減少 した が，妊娠 3 週．腎臓 に お い て GFP 陽性 細 胞 を認 め た．腎臓 に発 現 した GFP 陽性細胞の

一
部 は メ サ ン ジ ウ

ム 細胞に 分化した可能性が 考えられた．さらに 腎臓 に お ける ATI の 発現 は広範囲 に認め られ た が，　 AT2 は特に GFP 陽性細

胞 に強 く発 現 して い た．【結 論】 母体 血 中 に経胎盤的 に 流入 し た 胎児由来細胞 の
一

部は，直接母体臓器の 細胞 に 分化して AT

l と AT2 の crosstalk を介 して 妊 娠 の 生 理 も し くは なん らか の 病態形成 に 関与 して い る 可能性 が 考えられた．

P2−329　多発性 内分泌腫瘍症 （2型）の 遺伝子解析例

弘前大

松倉大 輔，二 神 真行，山本善光，田中幹 二，尾崎浩士，水沼英樹

【緒言】多発性内分泌腫瘍症 2 型 （以 ドMEN2 ）は 甲状腺 髄 様癌 を主 と し副 腎褐 色 細 胞 腫 や原 発性 副 甲 状 腺 機 能 亢進症 を発症

し，常染色体優性遺伝 で 家族性発症する 疾患で ある ，近年 RET 遺伝子 の 点突然変異 と関与 して い る こ とが 判明 し，そ の 変 異

を検 査 す る こ とで 診 断 可能 な疾 患 とな っ た．MEN2 合併妊娠 の 本邦 で の 報告 は な く，文献で は 7 例 で あ る．今回 MEN2 家系

の 遺伝子解析 を行 っ た の で 報告す る．【症 例】26歳，0 妊 0 産．14歳 ； 甲状腺癌 で手術．母 は 甲状腺髄様癌，褐色細胞腫 で あ

り当院 で チ術をうけ 経過観察中，叔母も甲状腺髄様癌 で 手術．祖母 は 甲状 腺の 病気 で 死 亡 （詳細 不明）最 終 月 経 を平成 16
年 8 月と して 自然妊娠．外来で の 血圧が 15 一130／8090 台で あ り，12 及び 27 週に 検査入院 既牲歴 か ら MEN2 の 疑 い が 強く，
本人 に褐色 細 胞 腫 が 合 併 す る こ とが あ るた め，各種 ホ ル モ ン 検査 や MRI を行 っ た が，異常 な か っ た ．胎児 は 軽度発育遅延 を

認め た以外 は 異常なか っ た．38週 5 日 自然破水 し入院 同 日 自然 分 娩 2224g，女児，ア プ ガース コ ァ
ー8，

／9点だ っ た．低出

生 体重児 で 入 院 す る も，10生 日H に退 院，分娩前後 で 母体 に 異常 は なか っ た．MEN2 を疑 い 本人，母 女児 につ い て 当 院倫

理 委員会承認の 下，RET 遺伝子解析 を行 っ た，　DNA を抽 出し，　PCR ダ イレ ク トシ
ー

クエ ン ス 法 に より，本人，母，女児 い ず

れ もエ ク ソ ン 10 に 62  番 目の ア ミ ノ 酸 が cys か ら arg と な る ミス セ ン ス 変 異 を認 め た．【ま とめ 】MEN2 は稀 な疾患で ある

が，家族性 甲状腺疾患 の 場合は 疑う必要がある ．また 児は MEN2 の 高危険 群 で ，欧 米で は 5 歳 まで に予防 的 甲状 腺切 除が勧

め られ て い る，今後手術 を視野 に い れ，小 児科 ・内分 泌 内科 ・外科 と相談 し経過観察 ・治療 を行 う方針で あ る．

P2−330　プ ロ テ イ ン チ ッ プ シス テ ム に よ る羊水巾 の 蛋 白質発現 プ ロ フ ァ イ ル の 分析 ；〒F常妊娠 と 21 トリ ソ ミ
ーとの 比 較

兵庫医 大
1
，兵庫 医大先端医学研究所発生生殖部門
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中西 健太 郎
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，澤井 英 明

Z
．香 山浩 ．∵

【目的】プ ロ テ イ ン チ ッ プ シ ス テ ム は化学修飾さ れ た 金属製の プ ロ テ イン チ ッ プ と飛行時間型 の 質景 分析計 とを組 み合 わ せ た

蛋 白質分 析 シス テム で あ る．近 年，プ ロ テ イ ンチ ッ プ を用 い た研究が 行われ る よ うに な り，様々 な生体試料を用 い て 疾患に お

ける 蛋白質発 現 プ ロ フ ァ イ ル が 発 表 さ れ て きた．今 回，我 々 は 羊 水 を用 い て 正 常妊 娠 に お け る蛋 自質発 現 プ U フ ァ イ ル を得

て，次い で 21 トリ ソ ミ
ー

妊娠で の 蛋白質発現 プ ロ フ ァ イ ル と比 較 しそ の 違 い につ い て 検討 した．【方法1当科に て 妊娠中期羊

水染色 体検査 を希望 し，遺伝カ ウ ン セ リ ン グ を 行 っ た 上 で 実施 し た 妊婦 で 羊水検査 の 結果 が 正 常核型 と診 断 され た 症 例 50

例，21 トリソ ミーと診断 され た 症例 7例 につ い て解析 した，全症例 にお い て本研究 につ い て 十分な説明を行い ，同意を得た

の ち診断 に 使用 した 残 りの 羊水検体 を研究に juい た．弱 陽 イオ ン 交換 チ ッ プ （CMIO ）を使 用 し pH4 ．5 の 条件 下 で MS を測 定

した．【成績】各測定範囲 にお い て 検出された peak 数 は 3−IOkDa で lll個．5−15kDa で 110個，1030kDa で 53個 で あ っ た．

検出された peak につ い て正常妊娠群 と 21 トリ ソ ミー群 との 2 群問で 差 の 見 ら れ た もの が 複数認 め られ 12，5kDa
，
6．9kDa ，

13．7kDa は IE 常群 で 高く発現 して お り，5．4kDa，13．4kDa は 211・リ ソ ミー群 で 高 く発 現 して い た．【結論】本研究 に よ り正常羊

水中の 蛋 白質発現 プ ロ フ ァ イル を得 る こ とが で きた，また，正 常妊 娠 と 21 ト リソ ミ
ー妊 娠 との 発 現 プ ロ フ ァ イ ル の 違 い が 判

明 した．こ うした蛋白質発現プ ロ フ ァ イル の 分析 は疾患の 診断 に有用なマ
ー

カ
ーとなる 可能性が示唆 され た，
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